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審査結果の所見 

 応募者らの幾何学的群論に関する研究業績は、国際的に極めて高い評

価を受けている。幾何学的群論は、近年重要性が高まっている数学の分

野であり、トポロジー、微分幾何学、関数解析など、多くの分野と関連

している。 

 研究計画は、応募者が主要な役割を果たす MSRI（アメリカ数理科学

研究所）のプログラムや京都大学数理解析研究所におけるプロジェクト

と関連させながら、現在の幾何学的群論の国際的な研究拠点を継続し、

更に発展させることを目指してよく準備されている。このように、本研

究は高い成果が期待できることから、基盤研究（Ｓ）として推進するこ

とが適当と判断した。 

 

 


